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高齢者エアコン設置支援
令和8年3月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「高齢者エアコン設置支援」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言
です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

次に、大きく３項目め、高齢者エアコン設置支援事業についてお伺いします。

昨年、日田市は猛暑日が６１日と日本一多く、市長も日本一暑いと幾度か発言されていたのを記憶しております。その日田市において、エ
アコンは単なる家電ではなく、命と健康を守るためのライフラインとなっているといっても過言ではありません。特に高齢者や子供を抱え
る経済的に困難な世帯では、設置や使用を控えるケースもあり、熱中症リスクが高まることが懸念されます。

こうした状況を踏まえ、エアコン設置支援事業の現状、そして支援の拡充の可能性について伺うものです。高齢者エアコン設置支援事業の
利用実績、そして市民への周知方法についてお示しください。

○福祉保健部長（河野健資） ［登壇］

最後に、高齢者エアコン設置支援事業についてお答えをいたします。

本事業は、近年夏の猛烈な暑さが常態化する中、高齢者の熱中症による健康被害の防止を目的として、エアコンのない住宅に居住する高齢
者のいらっしゃる市民税非課税世帯に対し、エアコンの購入及び設置に係る費用の一部を助成するもので、昨年１０月１６日より申請受付
を開始したものでございます。

本事業の実施に当たりましては、できるだけ多くの必要とする方の利用につながるよう、市のホームページや公式ＳＮＳ、市報、防災ラジ
オでの周知のほか、各振興局振興センター等へのチラシの配布、週一通いの場での配布など、様々な方法による周知広報に努めてまいりま
した。また、高齢者宅への訪問機会の多い民生委員やケアマネージャーの皆様に対しましては、市の担当者が定例会等に出向き、チラシを
配布しながら事業内容について分かりやすく説明するとともに、エアコンのない世帯等への声かけについて、御協力をお願いしたところで
ございます。

こうした中、２月１０日まで申請を受け付けた結果、８６世帯から申請があり、このうち要件を満たす７８世帯に交付決定を行い、現在設
置完了ができた世帯から順次補助金の支給を行っているところでございます。

一方で、事業実施上の課題といたしましては、申請件数が当初の見込みを下回り、思うように伸びなかったという点がございます。その要
因の一つといたしまして、受付期間が約４か月間と短期間であったことから、対象世帯への周知が十分に行き届かなかった可能性があるも
のと考えております。先ほど申し上げましたとおり、本市としましては、可能な限り様々な方法により周知広報に努めたところではござい
ますが、実際に申請に至った方の中には、近所の方が利用したのを聞いて申請したという声も多く、いわゆる口コミによる広がりに一定の
時間が必要であったものと受け止めております。

また、申請の相談を受ける中で、高齢の両親と離れて暮らす親族が申請を進めているものの、御本人がエアコンの風が嫌いなので設置した
くないと言っており、手続は進まないなどといったお声もあり、高齢者御本人に対する熱中症リスクの啓発についても、引き続き工夫の余
地があるものと認識をしております。

こうした課題はあるものの、加齢に伴う体温調節機能の低下や自覚症状の乏しさなどにより、高齢者は熱中症のリスクが特に高く、重症化
しやすいことから、熱中症対策は喫緊の課題であり、室内環境の改善につながるエアコンの設置は、命を守る取組として大変重要と考えて
おります。

このため、本定例会に上程をしております令和８年度一般会計予算案におきましても、引き続き本事業実施するための経費を御提案させて
いただいております。本予算案について御議決をいただきましたら、次年度におきましては、本格的な夏の到来前から、より効果的な広報
に努めるとともに、高齢者御本人や御家族に対し、熱中症の危険性とエアコン使用の重要性について、丁寧な説明と啓発に心がけながら、
実施をしてまいりたいと考えております。

私からは以上でございます。


